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【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 総務・警察常任委員会（副委員長）、府民の安心・安全な暮らしに関する特別委員会。

八幡市在住で妻・長男（大学生）・長女（高校生）・次男（中学生）・次女（小学生）の6人家族。

原油価格・物価高騰等の影響により厳しい経
営状況にある中小企業・小規模事業者の事業
継続と経営改善を図るため、省エネ機器導入
等の取組みを支援します。

現在の原油価格高騰を踏まえ、経費の増加等の
影響を直接的に受ける府内の道路運送事業者の
皆様に対して、事業の用に供する車両の数に応じて「京都府道路運送事業者
支援金（原油価格高騰対策支援金）」を支給いたします。

肥料価格高騰を受け、海外に
依存する化学肥料から国産有
機質肥料等への転換をはかる
農業者を支援します。

不正アクセス防止、ウイルス感染対策などに
必要なシステム等の導入に要する経費の一部を補助します。

八幡市高齢者大学のオープン講座で
『音楽で巡る日本の旅、世界の旅』が、

八幡市立生涯学習センターで開催。
Le cocon アンサンブルグループの演
奏で耳と心で世界を旅できました。

（公社）2025 年日本国際博覧会協会広
報戦略局長を招いた勉強会。先進的
な取組を行うまち全体のショーケース
採択もあり、けいはんな学研都市が選
ばれるよう、努めてまいります。

八幡市人権教育推進協議会総会で龍
谷大学山田教授の子どもの虐待と社
会の関わりの記念講演。痛ましい虐
待を発生させないため、社会で子ど
もを守ることを改めて決意しました。

　京都府議会の危機管理・建設
交通常任委員会で京都府内の管
内調査。新名神高速道路の整備
状況を NEXCO 西日本の工事担
当者から説明を聞きました。京
都府域は全長 12.9km で大津～
城陽間は令和６年度末の供用開
始、八幡・京田辺～高槻間は令
和９年度末の供用開始を目標に
整備されている。早期の全線開
通が望まれます。

　山陰近畿自動車道の整備状況に
ついて調査。府内の山陰近畿自動
車道の総延長は宮津天橋立～兵庫
県境間の 43km で宮津天橋立～京
丹後大宮間の 10.7km は供用開始。
現在、京丹後大宮～大宮峰山間の
整備が進み、整備区間の遺跡調査
で新たな古墳群や遺跡が発掘。か
つての丹後王朝説も浮上するなど
歴史を動かす出土品の数々も見せ
ていただきました。

中小企業、農林水産業など
手厚くサポートする補正予算

管
内
調
査

地域の活動など

原油価格・物価高騰等
小規模事業緊急支援補助金 肥料高騰緊急対策事業

情報セキュリティ
あんしん対策事業補助金 

化学肥料から国産有機質肥料等
への転換を支援

令和４年度６月補正予算

令和4年度5月補正予算で、社会情勢による様々
な影響を軽減・サポートするための支援補助金
が実施されています。省エネ機器導入や、国産有
機肥料への転換で肥料の購入費など、該当する
案件がございましたら、ぜひ申請してください。 
詳細は京都府ホームページで紹介しています。

【裏面に続きます→】

京都府道路運送事業者支援金
（原油価格高騰対策支援金）
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八幡市高齢者大学のオープン講座で
『音楽で巡る日本の旅、世界の旅』が、

八幡市立生涯学習センターで開催。
Le cocon アンサンブルグループの演
奏で耳と心で世界を旅できました。

田島よしみつ公式LINE

たじま新聞
京都府議会議員初当選

田島よしみつ
京都府議会議員

［発行］令和４年秋 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.17

石清水八幡宮青年会の献灯事業

スケートボードパーク京都府開庁記念日の記念式典 見守り活動

京都府スポーツ賞
表彰式

八幡市商工会令和4年通常総代会山城eco木材供給協議会第８回通常総会

第５回徒然草エッセイ大賞 四区公会堂移転式典

私立幼稚園PTA連合会の前期総会

申請期間 補助対象者 補助率・上限額

第１回 ８月１日（月）～８月31日（水）
第２回 ９月１日（木）～９月30日（金）
第３回 10月１日（土）～11月15日（火）

京都府内に事業所等を有する
中小企業者、小規模事業者、
個人事業主等

補助率
 ３／４ 以内　
上限額50万円

支援金の名称 支給対象者 支給額

京都府内に営業所を有する中小企業者
等であって、令和４年７月１日時点にお
いて以下の事業を営む者

京都府内の営業所で事業
の用に供する車両1両に
つき、以下の金額を支給

京都府タクシー事業者
原油価格高騰対策支援金

一般乗用旅客自動車運送事業
（タクシー、福祉タクシー） 10,000円／両

京都府トラック協会
原油価格高騰対策支援金

一般貨物自動車運送事業（トラック等）
特定貨物自動車運送事業（トラック等） 11,000円／両

京都府バス協会
原油価格高騰対策支援金

旅客自動車運送事業（貸切バス等）
※（一社）京都府バス協会の会員に限る。 11,000円／両

京都府旅客事業者
原油価格高騰対策支援金

旅客自動車運送事業（貸切バス等）
※（一社）京都府バス協会の非会員に限る。 11,000円／両

京都府軽貨物運送事業者
原油価格高騰対策支援金

貨物軽自動車運送事業
（軽自動車、二輪※の事業者）
※3輪以上の軽自動車及び排気量が
125cc 超の二輪に限る。

3,000円／両

補助対象経費

省エネ機器又は
経営効率化のための
ソフトウエアの導入経費
※令和４年６月22日（水）～
11月15日（火）に発注・購入・
納品・支払いしたものに限る。
※補助対象経費が20万円
（税抜き）以上のものに限る。

【Ａ】省エネ機器の導入
●対象となる省エネ機器（品目）
エアコン、照明器具、電球、電気冷蔵庫、
電気冷凍庫、冷蔵・冷凍ショーケース、
エコキュート（電気温水機器）、
ガス温水機器、石油温水機器

●必要とする省エネ性能
・家電品
「省エネ統一ラベル★★★（3.0）以上」であること
・業務用
15％以上の省エネ改善効果が認められること

【Ｂ】経営効率化のための情報システム
（ソフトウェア）の導入

詳しい内容・申請方法・問合せ

ホームページ　https://www.ki21.jp/r4/bukkakoutou/20220715/
コールセンター　☎ 0570-078-222　9:00～17:00（平日のみ。土日祝除く）
事務局　 公益財団法人京都産業２１

原油価格・物価高騰等小規模事業緊急支援補助金センター

支援金制度に関する問合せ先

支援金コールセンター（京都府道路運送事業者支援金事務局）
☎ 075-256-8152　9:30～17:30（平日のみ。土日祝除く）

申請受付期間

令和4年7月29日（金）～9月30日（金）

内　容
野菜、花き類等（茶を除く）への国産有機質肥料購入費や土壌分析費等を支援します。

募集期間
令和４年８月１日（月）～令和４年12月27日（火）
※期限までに事前相談が必要。※随意受付・審査・交付決定
（ただし、補助金交付総額が当事業の予算額に達した時点で終了）

補助対象期間 
令和４年８月１日（月）～令和５年１月31日（火）
※経費が月額利用料の場合は補助対象期間内のみが対象

問合せ
京都府 農林水産部 農産課 環境にやさしい農業推進係 
☎ 075-414-4959　 nosan@pref.kyoto.lg.jp

補助金に関するお問い合わせ先
京都府 商工労働観光部 ものづくり振興課
地域産業戦略係（担当：御厨、笠原）　☎075-414-5106
来庁の際、事前に連絡。連絡が無い場合は対応できないことがあります。　 

対 象 者
ア～ウの要件をすべて満たす事業実施主体
ア） 府内に所在し、府内に主な生産・経営基盤を持つ農業者のグループ・組織
イ） 国産有機質肥料等を活用し、化学肥料の使用量を低減する新たな取組
ウ） 前作に比べて化学肥料（窒素成分量）の施用を30％以上削減する取組
（有機農業、特別栽培等に既に取組んでいる場合、規模拡大または削減割合増加分を対象）

対象となる製品・サービス
・統合型ネットワーク脅威管理機器
（ファイアウォール、不正侵入検知システム、ウイルス対策パッケージシステム）
・アクセス管理製品（シングル・サイン・オン、本人認証等）
・システムセキュリティ管理製品（アクセスログ管理等）
・暗号化製品（ファイル・個人データの暗号化等）
・標的型メール訓練サービス・ネットワーク診断費用
※その他対象となるか不明な場合はお問い合わせください。

補助対象期間 募集期間
令和４年５月１８日～１１月３０日
上記期間に散布、支払等完了するもの
《５月１８日以降の秋肥予約注文分は
対象です》

第２次・令和４年８月１日（月）～８月19日（金）
第３次・令和４年８月22日（月）～８月31日（水）
予算状況により予告なく第３次募集を実施しないこと
があります。

提出書類・申 請 時 提出書類・実績報告
実施計画書、経費内訳書、使用量低
減計画、団体規約、名簿等

経費内訳書、事業実施したことがわかる土壌分析
結果や作業日誌等、面積が分かるもの、領収書等

補助対象者 府内中小企業及び組合（京都府内に事業活動を遂行する
拠点を有する中小企業者及び組合）

補  助  率 補助限度額
補助対象経費の
１/２以内

20万円～100万円以下（税抜）　随意受付・審査・交付決定（ただし、補
助金交付総額が当事業の予算額（30件程度）に達した時点で終了）

補助対象 補助率等
【国産有機質肥料への転換】
肥料購入費、運搬・散布代行費
【化学肥料の削減】
土壌分析費、緑肥作物の種子購入費、マルチ資材の購入費

定額
（10a当たり10千円以内）
（１事業事業主体当たり
上限額500千円）
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じ
め
育
成
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
認
定
看
護

師
は
、
認
定
に
必
要
な
研
修
費
用
の
支

援
を
行
い
、
受
入
病
床
で
従
事
す
る
看

護
師
は
、
感
染
症
に
関
す
る
講
義
に
加

え
、
認
定
看
護
師
等
の
も
と
で
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
学
び
、
自
院
以
外
の
病
院
に
も
応

援
に
い
け
る
よ
う
な
人
材
育
成
を
計
画

的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
第

６
波
で
は
「
病
院
照
会
４
回
以
上
か
つ
現

場
滞
在
時
間
30
分
以
上
」
の
救
急
搬
送

困
難
事
案
が
増
加
し
、
京
都
市
で
は
コ

ロ
ナ
前
の
一
昨
年
２
月
に
月
83
件
が
本
年

２
月
14
日
か
ら
１
週
間
で
１
６
４
件
に
な

削
減
の
両
面
で
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

収
益
性
の
向
上
は
、
需
要
の
高
い
小

麦
を
生
産
拡
大
す
る
た
め
、
品
質
向
上

と
収
量
の
増
加
に
必
要
な
排
水
対
策
や

機
械
導
入
等
を
支
援
し
、
米
・
小
麦
・

小
豆
の
２
年
３
作
体
系
で
所
得
を
確
保

し
ま
す
。
販
売
面
で
は
、
高
級
志
向
の

消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
更
な
る
需
要

拡
大
を
図
る
た
め
、
首
都
圏
で
の
フ
ェ
ア

や
商
談
会
の
開
催
な
ど
の
機
会
を
創
出

し
、
府
内
産
農
林
水
産
物
や
加
工
食
品

の
高
価
格
販
売
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ス
ト
削
減
は
、
生
産
費
に
占
め
る

燃
料
費
の
割
合
が
高
い
宇
治
茶
に
つ
い

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
茶
機
器
の
導
入
を

支
援
す
る
こ
と
で
燃
油
使
用
量
15
％
削

減
を
目
指
し
、
輸
入
飼
料
に
依
存
す
る

畜
産
に
つ
い
て
、
自
給
飼
料
へ
の
転
換
に

必
要
な
機
械
導
入
な
ど
を
支
援
し
、
飼

料
コ
ス
ト
20
％
削
減
を
目
指
し
て
、
長
期

化
す
る
燃
油
・
資
材
高
騰
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
経
営
改
善
を
進
め
ま
す
。

　

肥
料
は
生
産
現
場
で
広
く
使
用
す
る

資
材
で
あ
り
、
価
格
高
騰
の
影
響
は
多

く
の
農
業
者
に
及
ん
で
い
ま
す
。
京
都

府
は
国
に
先
立
ち
、
５
月
臨
時
会
で
輸

入
肥
料
に
頼
ら
な
い
循
環
型
農
業
の
推

進
に
必
要
な
予
算
を
活
用
し
、
国
産
の

有
機
質
肥
料
や
家
畜
ふ
ん
堆
肥
等
へ
転

換
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
を
支
え
る
激
変
緩
和

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

京
都
経
済
４
団
体
も
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、「
大
阪
・
関
西
万

博
」
京
都
支
援
協
議
会
を
設
立
し
、
約

30
億
円
を
目
標
に
寄
付
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
き
な
期
待
へ
の
取
組
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
国
内
外
よ
り
約

２
８
０
０
万
人
が
訪
れ
る
と
さ
れ
、
京
都

府
内
全
域
で
来
場
者
を
迎
え
入
れ
、
府

内
各
地
で
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
す
。
京
都
府
、
京
都
市
、

各
市
町
村
、
経
済
界
な
ど
オ
ー
ル
京
都

の
連
携
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

昨
年
10
月
、京
都
経
済
４
団
体
が
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
京
都
支
援
協
議
会
を

設
立
し
、
７
月
13
日
に
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
に
、
万
博
の
経
済
効
果
の
京
都

へ
の
誘
引
に
つ
い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
博
会
場
で
京
都
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た

め
、
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
参
加
が
決
定
。
万

博
の
来
場
者
が
京
都
で
様
々
な
交
流
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
経
済
界
も

含
め
た
オ
ー
ル
京
都
で
基
本
構
想
の
検

討
を
進
め
、
予
算
案
に
必
要
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
や
食
な
ど
世
界
的
な
課
題
の
解

決
に
向
け
た
京
都
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

国
内
外
か
ら
集
う
経
営
者
と
研
究
者
の

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
、
府
内
各

地
の
特
色
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
で
国
際
会

議
を
開
催
す
る
地
域
の
振
興
を
考
え
る

場
の
創
設
、
歴
史
や
和
食
・
伝
統
工
芸

な
ど
の
文
化
と
最
先
端
の
科
学
技
術
を

融
合
さ
せ
た
、
新
し
い
文
化
の
創
造
や

発
信
、
府
内
各
地
の
魅
力
あ
る
資
源
を

生
か
し
た
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に
つ

な
げ
る
周
遊
観
光
ツ
ア
ー
の
造
成
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
夢
の
あ

る
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

新
興
感
染
症
対
策
強
化
事
業
費
に
「
一

般
病
床
か
ら
感
染
症
の
対
応
病
床
に
変

更
可
能
な
施
設
整
備
や
感
染
症
に
対
応

す
る
人
材
の
育
成
」
と
あ
り
、
公
立
・
公

的
病
院
か
ら
整
備
を
進
め
る
の
か
、
民

間
病
院
も
含
め
て
整
備
し
ま
す
か
。
感

染
症
対
応
病
床
数
を
設
定
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
根
拠
も
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

府
内
の
病
院
は
、
整
備
後
30
年
以
上

経
過
が
多
く
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
か
。
ま
た
、
看
護
師
の
感
染
症
対

応
の
育
成
方
法
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

救
急
搬
送
で
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
患

者
の
受
入
先
が
見
つ
か
ら
な
い
事
案
が
、

多
数
発
生
し
た
そ
う
で
す
が
、
実
際
は

ど
う
で
し
た
か
。
感
染
が
疑
わ
れ
る
場

合
で
も
近
く
の
救
急
病
院
で
検
査
・
処

置
後
、
軽
症
な
ら
別
の
病
院
に
搬
送
す

る
等
、
受
入
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
病
院
と
救
急
搬
送
の

協
議
を
し
て
い
る
か
、お
聞
か
せ
下
さ
い
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
は
大
幅
に

病
床
が
不
足
し
、
一
般
病
床
を
転
換
し
ま

し
た
が
、
病
床
転
換
に
時
間
を
要
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
平
常
時
は
一
般
病
床

で
、
感
染
拡
大
時
に
患
者
の
受
け
入
れ

る
病
床
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
立
・
公
的
病
院
か
民
間
病
院
か
に

パ
ー
ト
ナ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
研
都
市
の
成
果
を
実
装
に
結
び
付

け
る
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｒ
が
開
発
中
の
次
世
代

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
競
技
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
開
発
し
た
「
自
動
同
時

通
訳
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
の
実
施

な
ど
、
実
用
化
に
向
け
た
取
組
が
進
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
万
博
会
場
か
ら
け
い

は
ん
な
プ
ラ
ザ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
「
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
」
を
使
っ
た
移
動
な
ど
、
実
現

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
研
都
市
の
技
術
や
魅
力
を
世
界
に

発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
研
究
機

関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
相
互

連
携
を
強
化
し
て
、
世
界
的
な
課
題
の

解
決
に
貢
献
す
る
学
研
都
市
の
取
組
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
るKsisnet

京
都

中
小
企
業
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
府
内
中

小
企
業
を
対
象
に
、
専
門
家
に
よ
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
助
言
・
指
導
、
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
対
策
は
、

Ksisnet

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
り
使
い

易
い
内
容
へ
の
改
修
等
の
経
費
で
、
利

用
の
促
進
と
支
援
内
容
の
充
実
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
サ
イ
バ
ー
防
御
能
力
の
向

上
、
被
害
の
未
然
防
止
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
警
察
で
は
サ
イ

バ
ー
人
材
の
確
保
も
非
常
に
重
要
と
考

え
、
情
報
処
理
技
術
資
格
保
有
者
の
採

用
に
努
め
、
教
養
・
研
修
の
実
施
等
を

通
じ
て
、
専
門
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
で
は
、
先
進
的
な
知
見
を
有
す
る
大

学
等
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ

ク
等
の
研
修
も
実
施
し
、
捜
査
能
力
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
捜
査
能
力
の
強
化
、

関
係
機
関
や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た

効
果
的
な
被
害
防
止
対
策
を
推
進
し
、

サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
の
更
な
る
強
化
の

た
め
に
必
要
な
警
察
の
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
さ
ら
に
円
安
の
進
行

や
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
で
、

そ
の
影
響
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
補
正
予
算
の
中
に
、「
府
内
産
小
麦

等
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化
」
や
「
府

内
産
農
林
水
産
加
工
品
等
の
販
売
機
会

の
創
出
」、「
茶
生
産
農
家
へ
の
省
エ
ネ
機

器
導
入
支
援
、
及
び
畜
産
農
家
へ
の
経

営
の
強
化
・
改
善
等
へ
の
支
援
」
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
効

果
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

岸
田
総
理
が
京
都
府
の
要
望
に
応
え

る
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
農
業
と
肥
料
高

騰
へ
の
大
胆
で
新
し
い
支
援
金
の
仕
組
み

を
創
設
・
実
施
す
る
と
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
原
材
料
や
肥
料
、
資
材
の

高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
京
都
府
独
自

の
支
援
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
知

事
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の
価
格
低
迷
、
国

際
情
勢
の
変
化
に
伴
う
燃
油
・
資
材
高

騰
は
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
先
の
６
月
補
正
予
算
で
収
益
性
の

高
い
品
目
の
生
産
・
販
売
と
、
コ
ス
ト
の

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
は
、
文
化
学

術
研
究
施
設
に
住
宅
地
を
含
め
た
都
市

開
発
を
進
め
、
学
術
と
生
活
文
化
が
融

合
し
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
研

究
機
関
・
企
業
の
集
積
や
研
究
成
果
の

蓄
積
を
重
ね
、
様
々
な
分
野
で
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。大
阪
・

関
西
万
博
２
０
２
５
で
、
け
い
は
ん
な
学

研
都
市
の
取
組
み
成
果
・
実
績
を
、
ど

の
よ
う
に
国
内
外
に
発
信
し
、
実
装
に

結
び
付
け
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

令
和
元
年
に
学
研
都
市
で
は
「
け
い

は
ん
な
で
大
阪
・
関
西
万
博
を
考
え
る

会
」
が
設
立
さ
れ
、
万
博
協
会
に
対
し

て
「
空
飛
ぶ
サ
ー
ビ
ス
」「
Ｖ
Ｒ
を
使
っ

た
歴
史
ツ
ア
ー
」
な
ど
最
先
端
科
学
技

術
と
文
化
が
融
合
し
た
プ
ラ
ン
の
提
案

を
行
い
、
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
創

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
病
床
の
整
備
、

感
染
症
対
応
の
看
護
師
育
成
、感
染
患
者
の
受
入
体
制

の
整
備
な
ど
、新
興
感
染
症
対
策
を
強
化

総
括
質
疑

農
林
水
産
加
工
品
等
の
販
売
機
会
の
創
出
、茶
生
産
農
家

へ
の
省
エ
ネ
機
器
導
入
支
援
な
ど
、一
次
産
業
を
支
援

Ksisnet

京
都
中
小
企
業
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
策

大
阪・関
西
万
博
２
０
２
５
で
、け
い
は
ん
な
学
研
都
市
の

成
果
実
績
を
発
信
。来
場
者
に
京
都
に
お
越
し
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
を
経
済
界
も
含
め
た
オ
ー
ル
京
都
で

○
感
染
症
に
か
か
る
医
療
提
供
体
制
の
あ
り
方

○
原
材
料
費
高
騰
等
に
お
け
る
農
業
へ
の
影
響

○
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
と
大
阪・関
西
万
博
と
の
関
わ
り

○
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

予算特別委員会

令和４年７月22日

令和４年
６月定例会

補正予算審査
小委員会

ウォーターワールドで行う環境演出催事のイメージ
提供：2025年日本国際博覧会協会

海と空を感じられる会場　提供：2025年日本国際博覧会協会


